























2009 年度の調査協力者は，江戸川大学の 1 年
生～ 4 年生および 5 年生以上の留年生を含む合計





519 人，情報文化学科 244 人であった。学年別に
は 1 年生 533 人，2 年生 481 人，3 年生 418 人， 
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4 年生 374 人，留年生 13 人，国籍別には日本人
学生 1732 人，外国人留学生 87 人であった。
2010 年度の調査協力者は，江戸川大学の 1 年
生～ 4 年生および 5 年生以上の留年生を含む合計





498 人，情報文化学科 268 人であった。学年別に
は 1 年生 492 人，2 年生 468 人，3 年生 426 人， 
4 年生 414 人，留年生 33 人，国籍別には日本人
学生 1769 人，外国人留学生 64 人であった。
2011 年度の調査協力者は，江戸川大学の 1 年
生～ 4 年生および 5 年生以上の留年生を含む合計
1702 人である。内訳は，男性 1076 人，女性 618 人，
未記入 8 人，学科別には，人間心理学科 414 人，
現代社会学科（ライフデザイン学科学生を含む）
229 人，経営社会学科 340 人，マス・コミュニケ
ーション学科 453 人，情報文化学科 266 人であ
った。学年別には 1 年生 478 人，2 年生 406 人， 
3 年生 377 人，4 年生 407 人，留年生 33 人，不
明 1 人，国籍別には日本人学生 1640 人，外国人
留学生 50 人，不明 12 人であった。
2012 年度の調査協力者は，江戸川大学の 1 年
生～ 4 年生および 5 年生以上の留年生を含む合計
1688 人である。内訳は，男性 1074 人，女性 609 人，
未記入 5 人，学科別には，人間心理学科 409 人，
現代社会学科（ライフデザイン学科学生を含む）
204 人，経営社会学科 398 人，マス・コミュニケ
ーション学科 413 人，情報文化学科 263 人であ
った。未記入 1 人，学年別には 1 年生 433 人，2
年生 416 人，3 年生 398 人，4 年生 413 人，留年
生 28 人，国籍別には日本人学生 1595 人，外国
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　12.33%（224 人），てんかん 0.66%（12 人），過
呼吸 4.46%（81 人），糖尿 0.33%（6 人），胃潰瘍
1.05%（19 人），十二指腸潰瘍 0.44%（8 人），過
敏 性 大 腸 炎 1.21%（35 人 ）， 食 欲 不 振・ 過 食




2.48%（45 人），その他 3.74%（68 人），アレルギ
ー 16.46%（299 人）であった。
一方，2012 年度の心身症既往歴は，小児ぜん
そく 14.45%（244 人），てんかん 1.01%（17 人），
過呼吸 6.34%（107 人），糖尿 0.95%（16 人），胃
潰瘍 0.95%（16 人），十二指腸潰瘍 0.44%（8 人），
過敏症大腸炎 2.13%（36 人），食欲不振 4.50%（76
人），不安・いらいら 57.35%（372 人），気分の
落ち込み 49.88%（842 人），不眠・過眠 31.69%（535
人），不登校・ひきこもり 10.60%（179 人），自
傷行為 4.38%（74 人），自殺念慮 2.67%（74 人），















































































































































































































































































































度から 2012 年度まで 4 年間連続して日本人学生
のほうが留学生より高かった。過敏性大腸炎，食
欲不振・過食では 2009 年度と 2011 年度におい
て日本人学生のほうが留学生より高かった。不眠・
過眠では 2011 年度と 2012 年度の 2 年間連続し
て日本人学生のほうが留学生より高かった。過呼
吸，自傷行為では 2009 年度，2010 年度，2012
年度の 3 年間で有意に日本人学生のほうが留学生
より高かった。アレルギーは 2009 年度から 2011
Table 1　既往症の年度別比較































































































































































































2009年度 2010年度 2011年度 2012年度




















































































































































































































































































































































































































































































＝ 7.41，p<.001）， 自 傷 行 為（F（4，1684） ＝
6.82，p<.001），自殺念慮（F（4，1684）＝ 6.44，
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　2009 年度から 2012 年度まで問診票の実施と回収に
あたりまして，学生相談室の森美栄子先生，戸島宇一
郎先生，齋藤廣意先生，桃山礼子様にご協力をいただ
きました。この場をお借りして心より御礼申し上げま
す。 
